地域と向き合う、仕事を知る！

	
平成29年度ＵＢＣインターン
～受講生募集について～

海外実地研修　募集要項




　　
高知大学には、高知県の課題と直に向き合い、大学と地域を結び解決に向けて取り組む、「ＵＢＣ（高知大学地域コーディネーター：University Block Coordinator）」と呼ばれる4名の教員がいます。地域の課題に向き合い、その解決に向けて地域と大学と、また、自治体をはじめとする関係機関を“コーディネート”する仕事とは一体どのようなものなのか。
ＵＢＣに同行し、その活動を体験できるインターンシップを、準正課の位置づけで開くことになりました。
日常的なＵＢＣの活動を知るとともに、「クラウドファンディングの運営サポート」、「地域資源を活用した教育プログラムの開発」、「観光振興支援」、「食品工場や農業ビジネスの事業企画」等のテーマを設けて、地域を体験していただきます。
本プログラムは、「地方創生推進士」の育成科目として位置付けられた準正課科目であり、地域の深い実情に直接触れ、課題の認識と解決のための方策を考えることで、地域に定着して貢献することの意義を自分事として捉えることを目的としているものです。
地域の課題に向き合うＵＢＣの姿に触れ、地域の現実を知って壁にぶつかる体験をしたい方、地域コーディネーターから学びを得て地域を経験したい方は是非ご参加ください。皆様のご応募を心よりお待ちしております。


Ⅰ．プログラム内容
1． 履修のありかた
　別紙　ＵＢＣインターンシップ参加者募集チラシによります。
　このほか、集落活動センターで地域を体験するＵＢＣインターンシップもあります。
　実習時間は3時間×10回（1日で複数回も可能）
　　
2． 募集定員：若干名

　　３．受講条件
　　　　　高知大学、高知県立大学、高知工科大学、高知工業専門高等学校、高知学園短期大学に在籍している学部学生。

４．応募について
　　　　　随時応募で、その際にＵＢＣ教員と参加日程を調整します。
　早めの応募を歓迎します。

Ⅱ．経費負担
１．参加経費
　　　　受講料は無料です。
　　　　ただし、現地までの交通費や宿泊費といった必要な経費は自己負担になります。
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　Ⅲ.応募書類
1． 準正課「ＵＢＣインターンシップ」受講願（別紙様式）
2． 誓約書（別紙様式）
　　
Ⅳ．ＵＢＣインターンシップの流れ
　　STEP1：受講願いの提出　　
　　STEP2：オリエンテーションを受け、受講用紙を渡す
　　STEP3：日程を調整してＵＢＣインターンに参加
　　STEP4：出席並びにレポートで履修認定　　　

本プログラムの相談・申込み先：
○コラボレーション・サポート・パーク　大槻
　　Mail:cobo@kochi-u.ac.jp 　　Tel:088-844-8932
